修復の方針・方法が確認できる書類
＜記載例１・登録文化財＞

１　登録文化財の名称
　〇〇家住宅

２　文化財の種別
　有形文化財（建造物）

３　所在地
　〇〇市〇〇町〇〇

４　員数
○棟（主屋○、蔵○、納屋○）

５　所有者（管理者）
　石川　太郎

６　被災状況
屋根（桟瓦葺）の破損
　外壁（漆喰）の割れ
柱と礎石のずれ
　写真あり（別添）※添付してください

７　修復方針
　文化財の価値を損なわないよう、修復は原状復旧とする。
建物の構造形式は変更しない。
修復の記録を作成し保管する。

８　修復方法
　屋根の必要な葺き替え、下地の補修
　外壁漆喰の必要な塗り直し
　柱と礎石の補正作成者　〇〇市〇〇課　〇〇
電話番号　･･･－･･･－････
メールアドレス　･･･････････


設計図あり（別添）※添付してください


修復の方針・方法が確認できる書類
＜記載例２・未指定文化財＞

１　未指定文化財の名称
　〇〇家住宅

２　相当する文化財の種別
　有形文化財（建造物）

３　所在地
　〇〇市〇〇町〇〇

４　員数
○棟（主屋○、蔵○、納屋○）

５　所有者（管理者）
　石川　太郎

６　被災状況
屋根（桟瓦葺）の破損
　外壁（漆喰）の割れ
柱と礎石のずれ
　写真あり（別添）※添付してください

７　修復方針
　文化財の価値を損なわないよう、修復は原状復旧とする。
建物の構造形式は変更しない。
修復の記録を作成し保管する。

８　修復方法
　屋根の必要な葺き替え、下地の補修
　外壁漆喰の必要な塗り直し
　柱と礎石の補正作成者　〇〇市〇〇課　〇〇
電話番号　･･･－･･･－････
メールアドレス　･･･････････


設計図あり（別添）※添付してください

